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親と子の心のサポート授業 

『思いをつたえて、話しあおう』 
 

親は愛しているが子どもは愛されているという実感が持てない。親は良かれと思って叱っていて

も、子どもには親の思いがわからない。そんな課題に対して、お互いの思いがうまく伝わるきっか

けとなる心のサポート授業を紹介します。対象は、小学２年生（３学期）～小学４年生です。 
 

①ワークシート１ 

１週間をふりかえり、眠り・いら

いら・学校での楽しさにあてはま

る数字に○をつけさせます。 

眠りのためのリラックス法を、

児童と一緒にやってみます。 
 

②３つの親子劇 

まず、担任とスクールカウンセラー（又は養護教諭など）で、３つの親子劇を演じます。次に、

担任が親役で、児童全員に、がまんさん・おこりんぼさん・さわやかさんのせりふを読ませます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③ワークシート２ 

お家の人にどんな言い方をしているか・自分の考えや気持ちを話しているか・お家の人は、自分

の話や気持ちを聞いてくれるかについて、あてはまる数字に○をつけさせます。 

保護者参観日では、親にワークシートを見られたくないしぐさをする児童もいます。ＳＣ・担任

は「親には見られた

くないなと思う人も

いるかもしれませ

ん。その気持ちも大

切にしてもらいなが

ら、いずれ、話し合え

るといいね」と伝え

るといいでしょう。 
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④おうちの人からいわれたら？ 

お家の人から言われた時の「心のつぶやき」と

「おうちの人に言うことば」を考えて書かせます。

書きにくい場合は、担任がもう一度親役になって

「ゲームやめて！」と児童たちを叱りつけて、『嫌

だ、無理』等の発言があれば、それが「心のつぶ

やき」だと気づかせます。 

「授業の内容を通信にして、後で分かち合うこ

とはあります」と伝えておくといいでしょう。 
 

⑤おうちの人の心のつぶやき 
これがこの授業のメインです。 

「目が悪くなるからそろそろやめてほしいな」

「しょうらい、こまらないように言ってあげてい

るの」などと小２でも書いている児童がいます。

これは「さわやかさん」の言い方ですね。 

時間があれば、みんなで親の「さわやかさんの

せりふ」を考え合うといいです。親も子も、事前

に「さわやかさん」のシナリオを作っておき、参

観に来ている保護者と児童たちが、親と子のせり

ふを声にだして読み合うといいでしょう。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生以上の学年でこの授業をすると、「親がそんな優しい言い方をすると気持が悪い」「自

分はそんな言い方できない」という反応が返ってきます。小学校低・中学年のうちに、親や友だち

から、「こんなこと言われたらイヤだな、その時どうする？」という授業を積極的にして、自分はど

んな言い方を身につけたいかを児童たちに、尋ねてみてください。また、イヤなことが人権を侵害

し犯罪に該当するなら、アサーションではなく、「やめて！」と強く自分の考えを主張する、逃げる、

大人に相談する、など、自分の命と心を守る対処法や法的な対応の知識も子どもたちに教えること

が必要でしょう。 
 

親と子の心のサポート授業のご希望がありましたら、丹波教育事務所 学校問題サポートチーム

にお知らせください！ 

※ スライド中のイラストは Chat-GPT5で作成 

 


